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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
認知症介護研究・研修センター（仙台・東京・大府）では、BPSDに対するケアの研究としてBPSDスポット調査（以下、スポット調査）を始めました。
平成29年度に実施したスポット調査の概要は、「調査の概要」のとおりです。
スポット調査は、前評価と後評価で構成されています。前評価の際に「これから行うケア」を登録し、後評価で「ケアの実施率・有効性」を登録し、�前評価と後評価のときの、「BPSD等の状態」などについて、前後比較することによって、BPSD別に有効である確率の高い、ケアを探ります。
これによって、認知症の人の状態に応じて、有効である確率の高いケアが明らかになれば、初任者・家族が活用することができます。
調査の表域と項目は、表を参照ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成29年度は、74施設から参加の申し出を得て、33人の認知症の人のデータ登録が得られました。
前後データがそろっている24事例についてNPI-QというBPSDの程度を評価する指標で確認したところ、約8割のケースでBPSDが軽減していることが確認できました。
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